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妖
怪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
江
戸
時
代
の
か
わ
ら
版
な
ど
の
「
紙
」
や
寺
社

建
築
な
ど
の
「
木
」
に
表
現
さ
れ
た
妖
怪
た
ち
…

　
古
代
の
「
怪
異
」
と
近
世
の
「
妖
怪
」
出
現
の

社
会
背
景
を
探
り
、
現
代
の
妖
怪
ブ
ー
ム
と
比
較

し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
川
俣
領
の
人
々
へ

想
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。

　グリム童話の名作「ブレーメンの音楽
隊」を、クラシック音楽と大きなスク
リーンを使って上演します。０歳児から
でも十分に楽しんでいただける内容で
すので、ぜひご家族でご覧ください。

入場券

販売期間

販売時間

販売場所

午前 10時 30分開場
正午終演予定7/5 （土） 11：00開演

全席指定席　大人 1,500 円  子ども 500 円
（3 歳未満児は無料とし、保護者の膝の上にて鑑賞）
６月 10 日㈫より販売開始
平日　午前８時 30 分～午後５時 15 分
中央公民館事務室内

中央公民館　ホール会場

川
俣
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

13：00 ～ 16：40

9：00 ～ 12：50

中央公民館ホール

峰守 ひろかず（小説家）
岩間 理紀（毎日新聞社福島支局記者）

講演会

白澤見学

妖怪シンポジウム

バスツアー
見学先 応募期間 集合場所定員

川俣町薬師堂
春日神社

福島市水雲神社

50 人
6

7
17
14

㈫から

㈪必着
（応募者多数の場合、締切後

抽選とし、郵便にて通知）

福島駅西口
もしくは

町中央公民館

8
9 (土)

佐々木 聡 ( 金沢学院大学文学部准教授 )

吉田 秀享 ( 川俣町教育委員会生涯学習課歴史・文化係長 )

8
10 (日)

はがき・Web 申込フォーム（下記の申込二次元コードからアクセス）・
または申込用紙（中央公民館窓口に備付）のいずれか
※未就学児の申込はご遠慮ください。

申込代表者の郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号、申込者全員
の氏名・年齢を明記ください。また、集合場所・解散後のバスの希
望する（A からＤ）・希望しないを選択の上、お申込みください。

希望する（A ～ D のいずれかを選択）・希望しない
Ａ．道の駅発 13：10 →中央公民館着 13：20
Ｂ．道の駅発 13：10 →福島駅西口着 14：00
Ｃ．道の駅発 14：00 →中央公民館着 14：10
Ｄ．道の駅発 14：00 →福島駅西口着 14：50

中央公民館（生涯学習課）
〒 960-1463　福島県伊達郡川俣町字樋ノ口 11
TEL：565-2434　FAX:565-2436
E-mail: shougai@town.kawamata.lg.jp

申込方法

申込に必要な情報

道の駅かわまた解散場所

解散後のバス

申込・問い合わせ

不要

必要

無料

500円

申し込み

申し込み

参加費

参加費

Web 申込フォーム
の二次元コード

かわまた2025-6 8



川俣シャモ

そ
の
弾
力
に
や
み
つ
き
に

川俣
KAWAMATA

また、

川俣町

福
島
県川

俣
町

職
人
の
織
り
成
す
伝
統
の
技

川俣シルク川俣
KAWAMATA

また、

川俣町

福
島
県川

俣
町

実
は
、
黄
色
い
と
こ
ろ
が
花
で
す

川俣アンスリウム川俣
KAWAMATA

また、

川俣町

福
島
県川

俣
町

秋山の駒ザクラ

ま
た
、
見
た
く
な
る
景
色

川俣
KAWAMATA

また、

川俣町

福
島
県川

俣
町

川俣町観光 PRポスター（全 9種）を作成しました

『広報かわまた』が全国2位に！
読売新聞社賞を初受賞！

　町では、本町の知名度アップ・イメージの向上及び観光客への誘客促進のため、観光 PR 用ポスターを作成し

ました。下記設置場所での掲出を行っていますので、ぜひご覧ください。

　日本広報協会主催「令和 7 年全国広報コンクール」

において『広報かわまた』2024 年 12 月号が広報

紙部門（町村の部）で全国 2 位にあたる入選 1 席

を受賞しました。また、地域の課題やニュースを積

極的に取り上げ、住民目線を生かした、特に優れた

作品に送られる「読売新聞社賞」も受賞しました。

受賞号はこちらから
ご覧ください。

問  総務課文書広報係（内線 1105）

問  総務課文書広報係（内線 1105）

設置場所
役場内、移住定住相談支援センター、中央公民館、おじまふるさと交流館、羽山の森美術館、道の駅かわまた（銘

品館シルクピア・shamoll・おりもの展示館）

「
東
洋
一
の
シ
ル
ク
」
と
し
て
国
内
外
問
わ
ず
そ
の
名
を

馳
せ
た
「
川
俣
シ
ル
ク
」
。
化
学
繊
維
の
普
及
や
ア
ジ
ア

諸
国
か
ら
の
安
価
な
繊
維
製
品
の
輸
入
に
よ
り
大
き
な
影

響
を
受
け
る
中
、
齋
栄
織
物
株
式
会
社
の
あ
る
製
品
が
世

界
の
舞
台
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

齋栄織物株式会社

齋藤 栄
えい

太
た

さん

「
〝
川
俣
シ
ル
ク
〞
は
『
高
級
品
で
扱
い
が

難
し
い
』
そ
の
よ
う
に
お
考
え
の
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
国
内
消

費
量
は
減
り
続
け
、
30
年
前
に
２
０
０
軒
以

上
あ
っ
た
町
内
の
機
屋
は
、
4
軒
に
ま
で
そ

の
数
を
減
ら
し
ま
し
た
」
そ
う
話
す
の
は
齋

栄
織
物
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
齋
藤
栄
太

さ
ん
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
化
学
繊
維
の

台
頭
と
と
も
に
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

た
川
俣
シ
ル
ク
で
し
た
が
、
最
近
、
大
き
な

流
れ
の
変
化
が
起
き
て
い
る
と
齋
藤
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

繊
維
業
界
の
変
化

世
界
が
注
目
「
３
Ｄ
シ
ル
ク
」

可
能
性
を
広
げ
る
３
本
の
柱

塩
×
川
俣
シ
ル
ク

　
今
年
１
月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
、

生
地
業
界
で
世
界
二
大
展
示
会
の
１
つ
と

さ
れ
る
「
第
38
回
ミ
ラ
ノ
ウ
ニ
カ
」。
そ

の
展
示
会
で
齋
栄
織
物
株
式
会
社
の
出
展

し
た
「
３
Ｄ
シ
ル
ク
」
が
６
０
９
社
・
約

２
，
０
０
０
点
の
展
示
品
の
中
で
来
場
者

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
数
が
最
も
多
く
、
展
示

素
材
の
中
で
第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
３
D
シ
ル
ク
」
の
誕
生
後
、
こ
れ
ま
で

も
年
２
回
同
展
示
会
に
出
展
し
て
き
た
も

の
の
、
こ
れ
ほ
ど
の
反
応
は
今
回
が
初
め

て
。
齋
藤
さ
ん
は
「
川
俣
シ
ル
ク
が
ま
だ

ま
だ
世
界
で
通
用
す
る
と
い
う
証
明
が
で

き
ま
し
た
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
化
学

繊
維
の
シ
ェ
ア
率
が
高
い
繊
維
業
界
で
す

が
、
今
回
の
展
示
会
の
評
価
か
ら
し
て
も

川
俣
シ
ル
ク
の
可
能
性
は
私
た
ち
の
技
術

の
向
上
や
販
売
戦
略
に
よ
っ
て
無
限
に
広

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
そ
う
話
す
目

は
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
「
3
Ｄ
シ
ル
ク
」
が
開
発
さ
れ
た
の
は

約
8
年
前
。
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
内

閣
総
理
大
臣
賞
」
や
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
」
を
受
賞
し
た
齋
栄
織
物
株
式
会
社
の

商
品
、
世
界
一
薄
い
絹
織
物
「
フ
ェ
ア

リ
ー
・
フ
ェ
ザ
ー
」
内
の
タ
ン
パ
ク
質
を

塩
分
で
溶
か
し
、
生
地
を
収
縮
さ
せ
て
柄

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
塩
縮
加
工
」
を
施
す

こ
と
で
誕
生
し
ま
し
た
。「
現
在
、
世
界

的
に
天
然
由
来
の
原
材
料
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
流
行
に
よ
る
過
剰
生
産
や
大
量

廃
棄
な
ど
の
多
大
な
環
境
負
荷
が
国
際
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
多

く
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
〝
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
〞
を
意
識
し
た
取
組
に
舵

を
切
り
始
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時

代
の
変
化
も
あ
り
『
塩
と
川
俣
シ
ル
ク
』

と
い
っ
た
天
然
由
来
の
素
材
を
生
か
し
た

生
地
と
日
本
の
伝
統
技
法
を
生
か
し
た
凹

凸
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
海
外
で
の
高
い
評
価

を
受
け
る
要
因
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
」
そ
う
齋
藤
さ
ん
は
分
析
し
て
い
ま
し

た
。

　
１
９
５
２
年
創
業
の
齋
栄
織
物
株
式
会

社
は
齋
藤
さ
ん
が
３
代
目
。
昔
か
ら
大
き

く
3
つ
の
分
野
を
中
心
に
経
営
戦
略
を

行
っ
て
き
た
と
話
し
ま
す
。
「
実
は
工
業

製
品
も
経
営
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー

や
電
材
な
ど
み
な
さ
ん
の
身
近
な
も
の
に

シ
ル
ク
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
地
の
海

外
輸
出
、
国
内
取
引
、
工
業
製
品
の
３
本

の
柱
で
川
俣
シ
ル
ク
の
発
展
に
尽
力
し
た

い
で
す
」
そ
う
齋
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

福
島
県
織
物
同
業
会
事
務
局
長

藤
原
和か

ず

一い
ち

さ
ん

川俣町の機屋は得意な
商品が異なっており

、川俣町

だけでも幅広い種類
の絹製品を生産して

います。

その中でも齋栄織物
株式会社はフェアリ

ーフェザーをは

じめ、様々な製品開
発と展示会への出展

を精力的に行っ

ており、その結果が
今回の評価に繋がっ

たのではないか

と思います。「絹の
町川俣」といわれた

川俣町でも機屋

は4軒になりました
が、同業会でも展示

や販売会などを

継続的に行い、未来
に残していきたいと

思います。

1.糸繰りをしている様
子　2.精錬後に生地を

乾かしている　

3.工場内には機織り機
が並ぶ　4.フェアリー

フェザー　

5.３Dシルクで制作し
た商品　6 糸繰りの準

備の様子

１

２３

４５

６

ミラノウニカで脚光
を浴びた３Dシルク

手繰り寄せる

川俣シルク

CASE 01

かわまた

かわまた

2024-12

2024-12
5

4

未来の可能性特
集

この町の未来には
震災やコロナ禍といった困難を乗り越えた私たちの可能性は今、大きく広がり、新しい可能性へと繋がり始めています。この町の未来の可能性を考えたとき
未来のあり方を決めるのもその可能性となるのもこの町に住む「私たち」なのではないでしょうか。可能性とは未確定なもの。私たちの選択によって大きく変わります。私たちは無限に広がるこの町の可能性として「消滅可能性自治体」という
困難を乗り越えることができるはずです。

無限の可能性がある

13

12

未来の可能性
特
集

No.803122024年
（令和 6年）

K A W A M A T A

広報かわまた

びっ
くり
した
？

わ
っ！
！

　『広報かわまた』は、日頃から取材や撮影等にご

協力いただいている町民のみなさんのおかげで温か

い声と元気いっぱいのこどもたちの笑顔で溢れる紙

面づくりができています。これからも心温まる広報

かわまたをお届けしたいと思っておりますので今後

も変わらぬご理解とご協力をお願いいたします。

かわまた 2025-69




